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１８９７年（明治30年）開業の成東駅。 駅前広場および周辺の道路や駐輪場整備のため現在工事中です。
市の玄関口としてどんな姿に生まれ変わるのか楽しみですね。

ゆとりと優しさの空間をめざして

地域だより　松尾地域・成東地域
　　　　　 山武地域・蓮沼地域
こころ・きらきら　ゴールドクラブ便り
　身体障害者福祉会便り
福祉作業所便り
インフォメーション

山武市社会福祉協議会 KIZUNA



山武市役所社会福祉課 生活・就労相談室
☎ 0475-80-1301

☎ 0475-80-1301

※生活・就労相談室は社会福祉協議会が市より委託を受けて実施しています。市役所社会
　福祉課内に窓口を開設することにより、各課との連携がとりやすくなっております。
※相談者の方の個人情報は、業務遂行に必要な範囲において取り扱うこととし、その範囲
　を超えて他の目的に利用することはありません。

1．生活困窮者自立支援制度について
　働きたくても働けない、住む所がない、などの生活全般にわたる困りごとを抱える方を対象とした制
度です。生活・就労相談室では下記のような支援を行っています。

　4月より、市役所社会福祉課内に開設された生活・就労相談室。開設から
3ヶ月が経ちましたが、様々な事情により生活にお困りの方々からの相談が
毎日寄せられています。今号では、相談者の方が抱える困りごとを解決する
ための生活・就労相談室の取り組みについて、国の「生活困窮者自立支援制
度」と絡めて説明します。

自立相談支援事業
　相談支援員（担当職員）が相談を受けて、
必要な支援について相談者の方と一緒に考
え、具体的な計画を作成し、一人ひとりに寄り
添いながら自立に向けた支援を行います。

住居確保給付金の支給
　離職などで住居を失った方、または失う
恐れの高い方に、一定期間、家賃相当額を
支給します。支給には就職に向けた活動を
することなど、一定の条件があります。

2．相談・支援の流れについて
　市役所社会福祉課内の窓口にてご相談ください。窓口に来られない方につきましては訪問相談も行って
おりますので、併せてご相談ください。なお、生活・就労相談室への相談は無料です。

なるべく事前に相談日の
予約をしてください

　相談受付の状況によってはすぐに相談対
応ができない場合がございます。相談をご
希望の際は、下記までお電話ください。

困っていることを
何でも話してください

　生活・就労相談室の対象となるのは、生
活全般にわたる困りごとを抱える方です。し
かし、相談の内容によりましては適正な対応
がとれる専門機関をご紹介させていただく
こともございます。

自立に向けた
支援計画を立てます

　相談者の方が抱えている課題を分析し、必
要な支援を考えます。その際、相談者の方の
希望を尊重することに留意し、自立に向けた
プラン（自立支援計画）を一緒に策定します。

自立のために一緒に
目標に取り組みましょう

　策定したプランに基づいて、必要な関係
機関と連携して支援を行います。状況に応
じて継続して支援することもあります。

生活・就労相談の窓口を開設しました。
ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

❶

（例）山武一郎さんの場合 　生活・就労相談室では具体的にどのような対応をしているのでしょ
うか。相談に訪れた山武一郎さんの例を紹介します。

相談概要 　一郎さんは23歳。高校時代にアルバイトをしていた飲食店で卒業
後も働いています。しかし、2年ほど前から店の経営状態は芳しくな

く、毎月の給料も十分なものではありません。最近は光熱水費が支払えないことも珍しく
ありません。
　ある日、とうとうアルバイト先の閉店が決まり、一郎さんは職を失いました。家賃の支払い
ができなくなったことで、アパートの大家さんからは翌月中の立ち退きを求められています。
新しい仕事がすぐにみつかる保証はありません。
　身寄りがなく、他に相談できるような人もいない一郎さんは、偶然知った生活・就労相談室へ足
を運びました。

生活・就労相談室の対応 　生活・就労相談室の相談支援員は一郎さんの希望に留意
しながら、次のようなプランに沿った対応をしました。

❶ ❷

❸ ❹

❷お問合せ

❶住環境の維持
　再就職しようにも、その前に住ま
いを何とかしなければいけませ
ん。一郎さんは就職活動すること
を条件に住居確定給付金（右記1.
の②を参照）の支給を受けられる
こととなりました。

❷就職活動の支援
　一郎さんは飲食店のアルバイト以外の経験がなく、「この仕事を
やってみたい」というものもありません。まずは色々な求人情報に
触れてみるのがよいと考えた相談支援員（担当職員）は、地域で集
めた求人広告を一郎さんと一緒に確認しました。同時に、最寄りの
ハローワークを紹介し、足を運んだ上でより多くの求人情報を調べ
てみることを勧めました。
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～平成27年3月31日から6月16日までの
　　　　　　　受付分～　（順不同・敬称略）
◆お金のご寄附（含む１円玉募金）◆
會田トシエ…………………………………………34,000円
三者合同山武芸能発表祭…………………………30,000円
山武市芸術文化協会舞踏部 代表 村井伸子…… 30,000円
岩澤育子…………………………………………… 2,000円
匿名………………………………………………… 6,000円
匿名……………………………………………… 100,000円
匿名…………………………………………………… 662円

◆物品のご寄附◆
根本金物店………………… ポータブルトイレ等福祉用具
金杉健仁… …………………………………………食器類

◆募金箱◆
山武連絡所……………………………………… 7,653円

◆自動販売機募金◆
サントリービバレッジサービス（株）… ……………… 964円
（さんぶの森公園に設置されている自動販売機の販売本数1本あた
りにつき2円寄附されます）

（社会福祉協議会へのご寄附）
第10回 健康福祉まつり

スタッフ募集
　今年も健康福祉まつりを開催します。
　市民の皆様が健康と福祉について考え、誰も
が楽しみながら参加できるイベントにするためス
タッフを募集します。スタッフみんなで話し合い、
開催に向けてそれぞれ準備をすすめていきま
す。関心のある方は、社会福祉協議会までご連絡
ください。スタッフは随時募集しています！

総務班
イベントの広報など

会場運営班
会場内の企画など

期日 10月18日（日）
会場 市役所駐車場およびのぎくプラザ

務班 会場運

ステージ運営班
ステージでの企画など

2015年夏号3



4社協会報

平成26年度
事業報告

平
成
26
年
度
一
般
会
計
収
支
決
算

会費収入 6,234,580

経常経費
補助金収入

93,174,133

受託金収入
84,622,213

繰越金収入
9,199,002

寄付金収入 1,249,734

地域生活支援事業収入 739,200

貸付事業収入 850,000
負担金収入 3,326,151

介護保険収入
8,584,321

共同募金配分金収入
8,995,554

その他収入 9,883,203

事業収入
13,228,915

事業費支出
173,419,383

事務費支出
23,415,129

次期繰越金 11,929,459

その他支出
18,204,481

収 入
240,087,006

支 出
240,087,006

（単位：円） （単位：円）

貸付事業等の支出 920,000

助成金支出 9,641,000
共同募金配分金事業費 2,557,554

1. 第２次地域福祉活動計画の推進
　●地域福祉活動計画の推進
　・地域福祉活動計画推進委員会の開催
　　2回
　・住民福祉座談会の開催 1か所 2回
　・地域福祉フォーラム研修会への参加
2. 広報・啓発活動の強化
　●広報・啓発活動の実施
　・広報誌の発行	 4回
　・ホームページの運営
　・社会福祉大会の開催
　・健康福祉まつりの実施
　・さんむ市民活動フェスタへの参画
3. 地域福祉の推進 
　●地域福祉活動の推進
　・地区社協活動の支援　14地区
　・ふれあいきいきサロンの支援
　　38サロン設置
　・地域みまもりサービス事業
　　36回実施（延べ利用者数264名）
　・家族ふれあい事業　１回
　・マイクロバスの貸出　80回
　・物品の貸出　132件
　●ボランティア・市民活動の推進
　・ボランティア登録者 87グループ1,296名
　　個人147名 災害支援等51名 合計1,494名
　・ボランティア・市民活動講座の開催
　　（13講座実施）
　・おもちゃ図書館事業の実施
　　（3か所 開館日数30日 延べ利用者数

472名 ボランティア28名）
　●福祉教育の推進
　・福祉教育活動費助成事業 13校
　　助成額390,000円
　・福祉体験学習への協力
　　（12校 延べ日数21日）
　・成東地区福祉教育推進連絡会の支援
4. 在宅福祉の推進
　●住民参加型在宅福祉サービス事業
の推進

　・福祉輸送サービス事業
　　利用会員157名 協力会員34名
　　延べ活動回数2,917回
　・住民参加型在宅福祉（家事援助）サービス事業
　　利用会員 71名 協力会員31名
　　延べ活動回数621回
　●介護保険・障害者自立支援事業の推進
　・訪問介護員派遣事業（介護保険制度）
　　延べ件数2,692件
　・地域生活支援事業（移動支援）
　　延件数190件
5. 総合的な相談、援助活動の推進 
　●心配ごと相談事業の推進
　・一般相談（開設日数 57日 相談件数 37件）
　・弁護士相談（開設日数 47日 相談件数283件）
　●各種資金の貸付等
　・福祉資金貸付（緊急援護費34件）
　・生活福祉資金貸付（県社協福祉資金29件）
　●福祉サービス利用援助事業の推進
　・さんむ広域後見支援センター契約者

総数 93名
　・相談・訪問調査等 延べ回数 401回
　●日常生活支援事業の推進
　・有料配食サービス事業 利用者数39名
　　延べ配食回数 2,153回
　・福祉カー貸付事業 776回
　・福祉用具等貸出事業 168件
　・介護者リフレッシュ事業 3回
　　延べ参加人数12名
　・みんなの介護スクール 3回
　　延べ参加人数51名
　・おとこの料理教室 32回
　　延べ参加人数421名
　●災害当事者への見舞金の交付　　　　　　
　・災害見舞金  全焼4件（日赤物資提供）
　　半壊3件 弔慰金3件
　●生活支援活動への取り組み
　・生活困窮者自立支援制度事業の検討

（先進地視察・研修への参加）
　・成年後見制度事業の検討（市民後見

推進事業の受託）
6. 災害時における支援体制の整備
　●災害対策と災害当事者への支援事
業の実施

　・災害時協力ボランティアの登録
　・災害時協力ボランティアによる情報

提供活動
　・東日本大震災被災者・避難者支援事

業「森のじかん」への参画
7. 指定管理者制度施設の経営
　●福祉作業所の経営（３か所）
　　契約者数43名
　●簡易マザーズホームの経営
　　契約者数30名
　●山武福祉センターの経営
　　施設利用実績　2,186名
　●成東老人福祉センターの経営
　　施設利用実績　6,585名
8. 社協の基盤強化
　●組織の経営
　●苦情解決相談の受付
　●会員募集の実施
　●共同募金運動・日本赤十字社社資
募集運動への協力

　●関係団体支援事業及び連携強化
　・ボランティア連絡協議会の運営支援
　・身体障害者福祉会の運営支援
　・手をつなぐ親の会の運営支援
　・大富地区高齢者等の支援を考える会

の運営支援
　・赤十字奉仕団の運営支援
　・ゴールドクラブ連合会の運営支援
　●社協役職員研修の実施
　●その他
　・社会福祉現場実習生の受入れ
　・チャリティゴルフコンペの開催
　　参加者数112名
　・チャリティグラウンドゴルフ大会の

開催　参加者数228名
　・社協発展・強化計画の策定

　本協議会では、社会福祉協議会が担う役割を認識しながら、誰もが安心して暮らすことができ
る福祉のまちづくりを目指し、事業計画及び地域福祉活動計画に基づき事業を進めてきました。
　特に平成26年度は、生活困窮者自立支援法による自立相談支援事業や成年後見事業に取り組
むため、市と協議しながら事業開始に向けて準備を進めてきました。

●
概
要
●



「あのしろいくも くじらさんだよ」

　さあ、いよいよ元気にお歌を歌って開会です。
　まず、「うさぎのダンス」を読み聞かせる声が、小さなほんのいえの中に、ムードいっぱいに広がってい
きました。子どもたちは静まりかえって、好奇心で目をきらきらと輝かせていました。
　今度は、画板のような大きな絵本の登場です。
　題して「ころわんとしろいくも」。テレビのように大きな画面ですので大変な迫力があります。子どもた
ちも圧倒されそうです。ぐんぐん物語の世界に引き込まれていきます。
　「あっ、あのしろいくも、クジラみたいだ。」
　思わず指を指しながら、声をあげている子もいます。
ボランティアさんが読みながら
　「こっちの、あの白い雲はなんでしょうね。」
　「うさぎさんだ。」
　「ええ、あっ、そうか。すごいなあ。」
　本当に楽しい読み聞かせのひと時。このあとは、面白い紙芝居も待っています。
松尾図書館のおはなし会は、大変人気があります。いつも参加しているお母さんにお聞きしたら、
「ここに来ると新しい本と出会えるから、子どもも喜んで楽しみにしています。
それに雰囲気がなかなか良くて、子どもも気に入っています。」
　「スタンプも押してもらえるので楽しみで張り合いがあります。」
　と、話していました。
　実は、このおはなし会を応援しているのは、市内のボランティア「オリーブ（代表：古内さん）」と読み語
りボランティア「そら（代表：椎名さん）」という２つのグループです。「オリーブ」のみなさんは第１・３の
土曜日を、「そら」のみなさんは第４の土曜日を担当します。子どもたちに本を楽しんでもらえるように毎
月自主研修を行って腕を磨いているそうです。その日の担当のボランティアさんは、

「いい本を選ぶのが大変。みんな一生懸命頑張っています。」
と語っていました。
　ボランティアさんの活動支援により、このような雰囲気の
良いおはなし会ができることは素晴らしいことです。これか
ら成長していく子どもたちにとって、良い本との出会いや豊
かな感動体験はかけがえのないものです。
　図書館でも、たくさんの方が気軽な気持ちで自由に参加
できるよう呼びかけています。

（松尾地域広報委員 大津）

ボランティアグループ「オリーブ」「そら」によるおはなし会＠松尾図書館
　萌えるような山の緑。初夏の光を浴びていきいきと成長を続け
る植田の早苗たち。
　ここ松尾図書館でも、かわいい幼い子どもたちが、すばらしい絵
本や紙芝居に出会ってすくすくと育っています。
　このたび、ボランティアの手を借りながら開かれている松尾図
書館の「おはなし会」をのぞいてみました。
　松尾ＩＴ保健福祉センターの２階に行くと、図書館があり、その西
側の方に小さな小さな、かわいい感じの「ほんのいえ」が建ってい
ました。中では、お母さんの手に引かれて小さい子どもたちがにこ
にこしながら開会を待っていました。お母さんたちも安心した表情
を浮かべてわが子の動きを見守っていました。

ボ ラ ン ティ ア 活 動 紹 介
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５
月
23
日
、
借
毛
本
郷
（
六
区
・

七
区
の
一
部
）
の
グ
ル
ー
プ
は
劇
団

四
季
に
よ
る
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」

の
観
劇
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
成
東

か
ら
バ
ス
で
東
京
の
浜
松
町
ま
で
行

き
、
美
味
し
い
昼
食
で
お
腹
を
満
た

し
た
上
で
、
２
時
間
50
分
（
休
憩
を

含
む
）
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
観
劇
。
ま

る
で
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
に
い
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
、
心
も
満
た

さ
れ
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
で

「
良
か
っ
た
ね
。
」
「
ま
た
行
き
た

い
ね
。
」
と
次
回
に
つ
な
が
る
言
葉

も
口
々
に
出
る
充
実
の
旅
と
な
り
ま

し
た
。

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
ず
っ
と
続
い
て

い
る
「
子
安
講
」
。
そ
の
昔
、
「
子

安
講
」
は
農
家
の
主
婦
に
と
っ
て
唯

一
の
楽
し
み
だ
っ
た
と
伝
え
聞
い
て

い
ま
す
。
昭
和
の
時
代
は
年
６
回
。

３
人
一
組
に
な
っ
て
当
番
が
自
分
の

家
で
料
理
を
作
り
、
地
区
の
施
設
で

会
食
を
楽
し
む
と
い
う
形
で
実
施
。

　

平
成
の
時
代
に
入

り
、
21
世
紀
に
な
っ
た

時
、
み
ん
な
で
話
し

合
い
年
３
回
の
実
施
に
。

会
食
は
外
食
に
変
わ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、

「
栄
養
よ
り
教
養
を
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
内
の
若
い
方
々

が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

観
劇
が
決

ま
っ
た
の

で
す
。

　

東
日
本

大
震
災
以

来
、
地
区

住
民
の
つ

な
が
り
の

大
切
さ
を

実
感
し
て

い
ま
す
。
「
子
安
講
」
の
集
ま
り
が

そ
の
絆
を
深
め
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
同

時
に
、
今
も
主
婦
の
楽
し
み
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。

　

「
子
安
講
」
は
形
を
変
え
な
が
ら

も
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。
次

の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

を
課
題
と
し
て
話
し
合
う
こ
と
も
つ

な
が
り
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
松
尾
地
域
広
報
委
員秋

庭　

啓
子
）

　

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

の
午
後
２
時
30
分
か
ら
、

の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
内
の
図
書

館
で
お
話
し
会
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
紙
芝
居

や
絵
本
を
読
ん
で
く
れ
る

の
は
「
こ
だ
ま
お
話
し

会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。
担

当
の
週
に
は
２
名
の
メ
ン

バ
ー
が
子
ど
も
の
年
齢
や
興
味
に
合

わ
せ
て
選
ん
だ
紙
芝
居
等
を
読
み
聞

か
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
平
成
８
年
に
の

ぎ
く
プ
ラ
ザ
が
で
き
る
ま
で
は
公
民

館
で
、
そ
れ
以
後
は
図
書
館
で
お
話

し
会
を
続
け
て
き
た
と
い
う
長
い
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
毎
年

６
月
に
は
市
内
５
ヶ
所
の
こ
ど
も
園

で
、
７
月
に
は
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
で
読

み
聞
か
せ
や
工
作
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
訪
ね
た
日
は
朝

か
ら
雨
。
こ
れ
で
は

子
ど
も
た
ち
は
来
な
い

の
で
は
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
会
が
始
ま

る
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、

親
子
連
れ
や
、
友
達
や

き
ょ
う
だ
い
と
来
た
子

ど
も
た
ち
が
ド
ア
を
開

け
て
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

身
を
乗
り
出
し
て
紙

芝
居
に
見
入
る
子
ど

も
た
ち
。
本
を
読
む

楽
し
さ
、
大
切
さ
を

自
然
に
身
に
付
け
て

ほ
し
い
と
思
い
な
が

ら
私
も
一
緒
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
中
に

は
自
分
も
読
ん
で
み

た
い
と
言
う
子
も
い

て
、
そ
ん
な
時
に
は

メ
ン
バ
ー
が
聞
く
側
に
な
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
絵
本
や
紙
芝
居
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
と
の
会
話
が
広
が
っ

て
ゆ
く
の
が
楽
し
い
と
も
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
は
他
の
週
も
別
の
グ

ル
ー
プ
や
図
書
館
員
が
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
一
度
お
話
し
の
部
屋

を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
成
東
地
域
広
報
委
員塩野 

と
志
子
）

成東地域

子安講～観劇に挑戦！～

楽しいお話しの部屋

松尾地域
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山
武
地
域
の
４

地
区
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
共
通
の

シ
ス
テ
ム
か
ら
成

り
立
ち
、
共
同
で

事
業
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

＊
シ
ス
テ
ム
の
共

通
制
度
…
福
祉
推

進
員
は
、
各
地
区

部
別
制
度
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
全
員
で
同

じ
行
事
に
協
力
す

る
の
が
前
提
で
す
。

①
企
画
研
修
部
…
行
事
や
会
議
の
企

画
、
日
直
当
番
表
の
作
成
。

②
募
金
部
…
各
地
区
商
店
や
会
社
に

募
金
箱
の
設
置
と
回
収
、
御
礼
状
の

発
送
。
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
４
０
，
０

０
０
円
か
ら
１
０
０
，
０
０
０
円
の

浄
財
が
集
ま
り
、
児
童
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
た
め
に
、
大
切
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

③
世
代
間
交
流
部
…
地
域
社
会
、
高

齢
者
、
児
童
が
交
流
で
き
る
２
行
事

を
実
施
し
ま
す
。

④
広
報
部
…
年
２
回
の
広
報
紙
発
行
。

同
じ
記
事
で
共
同
事
業
の
Ｐ
Ｒ
。

⑤
地
域
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
部
…
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方
へ

安
否
確
認
の
た
め
、
お
弁
当
配
り
事

業
。

⑥
友
愛
活
動
部
…
４
地
区
の
事
業
に

参
加
で
き
な
い
方
の
安
否
確
認
、
花

配
り
事
業
。

⑦
貸
出
事
業
部
…
冠
婚
葬
祭
用
和
服

の
貸
出
事
業
と
管
理
、
手
入
れ
。

「
皆
、
仲
良
く
、
楽
し
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
地
域
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

こ
れ
か
ら
も
盛
り
上
げ
ま
す
。

（
次
号
の
き
ず
な
で
は
、
４
地
区
共

同
で
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

（
日
向
西
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

山
之
口　

國
雄
）

山武地域

ふれあい日帰り旅行によせて

山武地域ボランテイア「和」の紹介

蓮沼地域
　

木
々
の
緑
が
目
に
沁
み
る
６
月
２

日
、
蓮
沼
岡
・
浜
地
区
社
協
合
同
の

ふ
れ
あ
い
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

雲
間
か
ら
差
し
込
ん
で
く
る
太
陽

の
光
に
、
車
中
で
は
参
加
者
39
名
の

晴
れ
や
か
な
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
行

き
先
は
神
奈
川
県
三
浦
市
の
三
崎
漁

港
に
ほ
ど
近
い
「
三
崎
屋
」
さ
ん
で

す
。
店
主
の
方
の
お
話
に
よ
り
ま
す

と
、
「
本
マ
グ
ロ
」
の
水
揚
げ
量
は

日
本
一
だ
そ
う
で
す
。
食
事
は
マ
グ

ロ
の
カ
マ
か
ら
尾
の
部
分
ま
で
の
フ

ル
コ
ー
ス
。
大
き
な
か
ぶ
と
焼
き
で

は
、
目
の
ま
わ
り
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た

っ
ぷ
り
の
部
位
を
口
に
し
な
が
ら

「
お
肌
が
少
し
潤
っ
た
か
し
ら
」
な

ど
と
楽
し
い
会
話
が
は
ず
ん
で
い
ま

し
た
。
お
刺
身
の
お
い
し
か
っ
た
こ

と
。

　

食
後
は
「
横
須
賀
く
り
は
ま
花
の

国
」
に
向
か
い
、
記
念
撮
影
を
し
た

り
、
三
々
五
々
ポ
ピ
ー
畑
を
散
策
し

た
り
。
赤
や
ピ
ン
ク
、
黄
色
な
ど
色

と
り
ど
り
の
花
が
き
れ
い
に
咲
き
乱

れ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
中
で
は
、
行
き
と
同
様

に
時
間
を
忘
れ
て
カ
ラ
オ
ケ
で
大
盛

り
上
が
り
。
途
中
「
海
ほ
た
る
」
で

の
休
憩
の
際
、
海
の
色
が
墨
を
流
し

た
よ
う
に
黒
く
、
み
ん
な
で
「
な
ん

で
だ
ろ
う
」
と
考
え
た
の
も
い
い
思

い
出
で
す
。
気
付
い
た
時
に
は
地
元

蓮
沼
に
近
づ
い
て
い
て
、
一
日
の

旅
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
誰
一
人
と
し
て
気
分
の
悪
く

な
っ
た
人
も
お
ら
ず
、
参
加
者
皆

様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
「
あ
り
が

と
う
」
と
言
い
た
い
気
分
で
し
た
。

楽
し
い
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
に
加

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
蓮
沼
浜
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

秋
葉　

千
恵
子
）

《お詫び》第36号の6ページ下段につきまして、執筆者の方のお名前が間違っておりました。
　　　　正しくは「並木小代子」様です。お詫びして、訂正させていただきます。



　

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
鈴
木
愛
伯
会
長
）は
４
月

24
日
（
金
）午
後
1
時
30
分
か
ら

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
副
会
長
等

１
０
０
余
人
出
席
の
も
と
、来
賓

各
位
を
お
迎
え
し
て
、成
東
文
化

会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、平
成
27
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
川
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、鈴
木

会
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
と「
今
後
も
更
な
る
ご
協

力
を
」と
い
う
あ
い
さ
つ
に
続
き
、椎
名
市
長
、小
川

議
会
議
長
、金
杉
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
ご
祝
辞

や
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、ご
臨

席
の
川
島
保
健
福
祉
部
長
が
紹
介
さ
れ
、議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、平
成
27

年
度
事
業
計
画（
案
）単
位
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助
金
額

改
定（
案
）及
び
平
成
27
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。木
内
副
会

長
の
閉
会
の
こ
と
ば
を
も
っ

て
総
会
は
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
は
場
所
を
移

し
、各
専
門
部
会
ご
と
に
担
当

す
る
事
業
等
の
推
進
に
つ
い

て
話
し
合
い
、お
互
い
の
協
力

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

（
女
性
活
動
部
会

秋
葉　

昭
子
）

山
武
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

念
願
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！！

　
「
わ
あ
～
！
高
～
い
」「
怖
～
い
」「
大

丈
夫
？
」「
平
気
だ
よ
～
」な
ど
会
員
の

声
が
飛
び
交
う
中
、今
年
度
最
初
の
会

員
交
流
事
業
、日
帰
り
旅
行
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
、５
月
と
し
て
は
珍
し
い
真

夏
並
み
の
暑
い
日
の
日
帰
り
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

　

山
武
市
を
出
発
し
、初
め
に
谷
津
バ

ラ
園
を
見
学
。ち
ょ
う
ど
満
開
を
迎
え

た
園
内
は
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
咲
き

誇
り
、そ
の
美
し
さ
は
と
て
も
素
晴
ら

し
く
、香
り
も
か
ぐ
わ
し
く
、目
で
見
て

楽
し
む
人
、香
り
で
楽
し
む
人
、バ
ラ
の

ア
ー
チ
を
く
ぐ
り
、何
度
も
行
っ
た
り

来
た
り
、車
椅
子
で
も
行
っ
た
り
、来
た

り
！！
た
っぷ
り
観
賞
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、い
よ
い
よ
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

向
かって
バ
ス
は
走
り
ま
す
。

　

お
っ
と
そ
の
前
に
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
ほ
ど
近
く
、ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
で
バ
イ
キ
ン
グ
の
昼
食
。ち
ょっ
と

取
り
に
行
く
の
が
大
変
で
す
が
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
の

で
、い
ろ
い
ろ
な
お
料
理
を
た
く
さ
ん
食

べ
て
き
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
美

味
し
い
お
料
理
食
べ
ま
し
た
。」

　

そ
し
て
、ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
す
。地
上

３
５
０ｍ
の
展
望
デ
ッ
キ
ま
で
わ
ず
か
50

秒
で
登
り（
も
ち
ろ
ん
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

す
）眼
下
に
広
が
る
景
色
を
一望
。そ
し

て
、冒
頭
の
言
葉
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
足
元
が
ガ
ラ
ス
床
の
上
に
乗

り
真
下
に
広
が
る
迫
力
あ
る
眺
め
を

楽
し
む
人（
お
お
～
怖
っ！
）、１
０
０ｍ
上

（
地
上
４
５
０ｍ
）の
展
望
回
廊
に
登
る

人
（
こ
こ
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
す
よ
！
）あ

り
で
そ
れ
ぞ
れ
天
空
の
ひ
と
と
き
を
堪

能
で
き
ま
し
た
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
い
ろ
い
ろ
。中
に
は
四

季
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
装
飾
あ
り
、シ
ョッ

ピ
ン
グ
も
た
っぷ
り
！！
楽
し
かっ
た
で
す
。

　この他にも山武市
身体障害者福祉会で
は、「納涼会」「スポー
ツ大会」「新年会」「い
ちご狩り」などのお楽
しみ交流、障害者制
度の変化に対する研
修会など年間を通じ
て様々な事業を行っ
ていますので、興味の
ある方はぜひ一緒に
活動しませんか。いつ
でも仲間募集中です。
　また、健康福祉まつ
りにバザーで参加し
ています。物品の寄付
も募集していますの
でご協力いただけた
ら幸いです。よろしく
お願いします。

※品物は新品未使用
が望ましいです。詳
しくはお問合せく
ださい。

【問合せ先】
山武市身体障害者福
祉会事務局（山武市
社会福祉協議会内）
電話
0475（82）7102
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　 こんにちは ！ 山武福祉作業所です ！ 
   山武作業所では、現在、１５名の利用者が毎日頑張って活動
しています。
　業者さんから請けている作業や、作業所の敷地内での畑作
作業、オリジナルの工芸品などを製作する作業など、多種多様
な作業訓練を実施しています。
　頑張っている利用者の姿を見てみたい ！ と思ってくださった
方 ! 是非お気軽に作業所にお立ち寄りください。
　また、「こんな仕事があるよ。」等の情報がありましたら、お知ら
せいただければ幸いです。
　今年度も、市民の皆様のかわらぬ、ご支援・ご協力がいただ
けますよう、この場を借りてお願い申し上げます。

山武福祉作業所　スタッフ一同

山武福祉作業所紙パックリサイクルいすは
下記店舗にて好評販売中です!!
●農協販売店「緑の風」 山武店・成東店・大網店
●道の駅「オライはすぬま」
●農家を味わうお店「ポラーノ広場」 （東金市）

山武福祉作
業所

山武市マスコットキャラクター「ＳＵＮムシ君」缶バッチ

お子さんや
ペットの缶

バッチ

畑作業の風
景…

こんな仕事をしています!!

山武作業所では、オリジ
ナル缶バッチの製作・販
売を始めました。ご興味
がありましたら、お気軽
にご相談ください!!
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日常生活自立支援事業
生活支援員登録者急募！

◆詳細は、下記へお問合せください。
　山武市社会福祉協議会 さんむ後見支援センター
　TEL 0475-82-7111

　さんむ後見支援センターでは、認知症高齢者、知
的障がい者、精神障がい者など、日常生活において
判断能力に不安のある方々との契約により、日常生
活における福祉サービスの利用援助や日常的な金
銭管理等の支援・大事な書類等の預かりなどを通じ
て、利用者の方々が地域で安心した生活を送れるよ
うお手伝いをする『福祉サービス利用援助事業』（日
常生活自立支援事業）を行っています。
　福祉サービス利用援助事業の担い手である『生
活支援員』登録者を募集します。

※生活支援員とは、支援計画に基づき定期的に利用者宅を訪
問し必要に応じ福祉サービス利用援助や、預貯金の出し入れ、
支払い代行を行なう人です。研修会受講後支援員として登録
いただき、利用者が発生した時点で活動いただきます。なお、
活動時間に応じ1回につき1,000円程度の手当を支給します。

応
募
資
格

●20歳から70歳位（現在、民生委員児童委員や
　ホームヘルパーとして活動している方は除きます）
●千葉県社会福祉協議会において実施する生活
　支援員養成研修（1日）を受講できる方
●普通自動車免許所持者

小・中・高校生のみなさんへ！！
夏休みボランティア体験教室
参加者募集中です！
　今年も市内の福祉施設やボランティアグループに協力し
ていただき、6つの体験プログラムをつくりました。詳しい内
容のチラシを夏休み前に、みなさんの学校や公共施設に配
布しますので、“やってみたい体験プログラム”を見つけて、
ぜひお申込みください！
①『手づくりマジック』を披露して、施設で交流するボラン
ティア体験
②『ボッチャ』というスポーツを通じて障害者と交流するボ
ランティア体験
③『ハンドマッサージ』を学び、施設で楽しく交流するボラン
ティア体験
④『生き物調べ』などを通じて、身近な自然
を守るボランティア活動体験
⑤『かんたんな介助の技術』を学んで、お年
寄りと交流するボランティア体験
⑥『おもちゃ図書館』で、小さなお子さんを
見守り交流するボランティア体験

山武市ボランティア・市民活動センターへ
TEL 0475-89-2121
E-mail sammushakyo.vc-n37@sis-net.jp

注意！⇒どの活動にも、参加人数、年齢、開催日などが限定
されています。 体験したい活動をみつけたら、 早めにお
問合せしてくださいね♪

申込み・
問合せは



　退任されました皆様には、本協議会の発
展のため多大なるご尽力をいただき厚くお
礼申し上げます。今後とも社会福祉活動の
推進に一層のご理解とご協力を賜りますよ
うお願いいたします。
≪退任≫
　　小岩　武夫　氏（理　事）
　　大類　英夫　氏（理　事）
　　安川　正行　氏（評議員）
　　鵜澤　厚彦　氏（評議員）
　　小川　恭市　氏（評議員）

日　時　7月31日（金）　午前10時～ 12時
場　所　成東老人福祉センター 大会議室
　　　　（山武市白幡１627）
内　容　認知症の症状・接し方についてのお話です
講　師　一般社団法人 千葉県ホームヘルパー協議会
　　　　副会長高橋芳恵氏
参加費　無料
申込締切　7月27日（月）
参加申込み・問合せ先
山武市社会福祉協議会山武連絡所（訪問介護事業所）
ＴＥＬ 0475-89-2111（必ず電話でお申込みください）

家族が認知症になったらどうしたら良いの…？
そんなときのために役立つ認知症の講習会を
開催します。

みんなの介護スクール
参加者募集

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

弁護士相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）

場所
実施月

第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

7月 7日 14日 21日 28日
8月 4日 11日 18日 25日
9月 1日 8日 15日 休み

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

7月 1日 8日 15日 22日
8月 5日 12日 19日 26日
9月 2日 9日 16日 休み

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所
成東会場 : 成東老人福祉センター　　松尾会場 : 松尾 IT 保健福祉センター
山武会場 : 山武福祉センター　　　　蓮沼会場 : 蓮沼保健センター

山武市社会福祉協議会　☎ 0475（82）7102

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475（82）7102　FAX ： 0475（82）7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp （住民基本台帳法一部改正により、外国人住民も含んだ人数へと変更になりました。）

人
口
動
向

市の人口
男
女

５４,４５５人
２７,２１７人
２７,２３８人

男
女

１６,２１５人
７,２１７人
８,９９８人

65歳以上

平成２7年6月1日現在

高齢化率

（前回より0.3％増）
29.7％

　７月の声を聞き、梅雨明けが待ち遠しい季節となりました。
　今年の梅雨は６月より７月のほうが雨量が多いとの予報で
すが、どうなることか。
　口永良部島の噴火では、ふるさとを離れ避難生活を強いられ
ている方々の心情はいかばかりかと思います。苦難を乗り越え、一
日も早く元の生活が戻ることを願ってやみません。関東でも箱根
山の火山活動があり、日本全体の火山活動が懸念されています。
　私たちの地域に火山はありませんが、災害に備えてご近所
との連携を図り、日頃から地域のふれあい、助け合いの心を
大切にしていけたらよいと思います。
　２７年度も３ヶ月が経過し、事業も順調に推進しています。
皆さんの知恵と思いやりで福祉の輪を広げていきましょう。

（小川）

役 員 紹 介
　新しく役員となられた方をご紹介いたします。
本協議会運営の一層の充実を図るためお力添えをお願
いいたします。（任期：平成 28 年３月27日まで）
≪就任≫
　理　事　　秋葉　行男　氏（社会福祉施設代表）
　理　事　　下田德次郎　氏（自治会代表）
　評議員　　木河　政浩　氏（学校関係者）
　評議員　　小川　仁志　氏（学校関係者）
　評議員　　横地　　博　氏（地域包括支援センター）


